
江南連絡協議会の各町会・自治会が計画している水害時の防災行動です。
※以下の行動は、各町会・自治会の防災行動を抜粋して掲載しています。

４日前

「関心を向ける」

３日前

｢避難に向けた準備｣

２４時間前

「高齢者等避難開始」

１２時間前

「全員が避難開始」

町会長は要支援者名簿の準備を行う。

２日前

「分散避難開始」

ステージ１

ステージ2

ステージ3

ステージ4

ステージ5

小台町会

✓
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町会長は各ブロックへ避難を呼びかける連

絡をする。

別紙

町会等名

ステージ

✓

町会長から役員へテレビ・ラジオの情報に

注意を払うように指示する。
✓

町会長から連絡網を通じて、高齢者等避難

開始の発令を伝える。
✓

共 通 役員も地域住民に対する避難支援の活動を終了し、全員が安全な場所へ避難する。✓

役員・班長は情報に注意を払い、今後の行

動に備える。
✓

役員は避難準備を呼びかける回覧版の配布

と、ハンドマイクを使った呼びかけを行う。

✓

理事、民生委員、町会、消防団で協力して

声掛けする。

✓

役員・班長は要支援者へ電話・訪問して、

注意喚起を行う。
✓

役員はブロック長を経由し、班長へ高齢者

等避難開始の連絡を行う。

✓

町会長が緊急の部会長会議を呼びかける。✓

町会長は広報班に広報車で声かけを行う準

備を指示する。
✓

町会長、役員は避難場所の下見を行う。✓

役員は部長・班長へ協力を求め、各戸への

訪問を行い避難の声掛けを行う。
✓

町会長は小中学校・避難所の開門時間等を

区へ確認。
✓

役員は町会の青パト（広報車）を活用して声

かけを行う。
✓

町会長は高層建物へ避難の受入れ要請を行

う。

✓

宮城町会 宮城第三団地自治会

役員は避難していない人の確認を行う。✓

居住者名簿を確認する。✓

館内放送で分散避難の呼びかけを行う。✓

テレビ・ラジオの情報へ注意を払う。✓

館内放送で避難の呼びかけを行い、要支

援者を団地内の避難場所へ誘導する。
✓

情報に注意を払い、今後の行動に備える。✓

要支援者（身障者・高齢者）を確認する。✓

放送を受けて、各班長が一軒ずつ声掛け

する。

✓

団地内の避難場所準備。✓
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町会等名

ステージ

会長は、4F以上の家庭に3F以下の住民の受

入可否を確認する。
✓

会長は4～11Fで3F以下の方を受入れてくれ

る方へ再度連絡を入れる。
✓

ハンドマイク等で避難の呼びかけを行い、

要支援者の避難を開始する。
✓

会長は要支援者で支援を希望する人を確認

する。
✓

会長は台風･氾濫の危険性と避難場所を放

送で伝える。
✓

会長は、低層階に残る人へ高層階へ避難す

るよう伝える。
✓

テレビ・ラジオの情報へ注意を払う。✓ テレビ・ラジオの情報へ注意を払う。✓

共 通 役員も地域住民に対する避難支援の活動を終了し、全員が安全な場所へ避難する。✓

役員は支援が必要な住民を確認する。✓

役員は災害用備蓄品を上層階へ運ぶ。✓

避難所の場所を放送する。✓

役員は要支援者リストを元に避難方法を事

前に確認する。
✓

各フロアへ大雨情報を連絡。✓

マンション1Fの扉を開ける。✓

テレビ・ラジオの情報へ注意を払う。✓

会長・役員は防災器具の取扱訓練を行う。✓

要支援者等の居所を確認する。✓

回覧版で情報を回し、館内の連絡手段を確

保する。
✓

気象情報を確認する。✓

各戸へ緊急連絡（分散避難の呼びかけ）す

る。

✓

消防団と連絡を取り合う。✓
自治会・管理組合が協力して、要支援者へ縁

故等避難するよう連絡する。
✓

高齢等で支援が必要な避難希望者は通路側

の窓枠に赤い布を出して合図する。
✓

役員は要支援者の方々の避難誘導を行い、

会長が避難状況を確認する。
✓

避難所の開設を放送で伝える。✓

ﾗｲｵﾝｽﾞﾏﾝｼｮﾝ荒川遊園
ｱｸｱｽﾃｰｼﾞ自治会

尾久橋スカイハイツ自治会 ラ・セーヌ小台自治会

✓ 自治会・管理組合理事長にも連絡し、協力

を要請する。
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